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編 集 後 記

ワールドカップでのサムライブルーの活躍

が連日報道されていますが、PMにも野球型

PMとサッカー型PMがあると言われます。予

め役割が決められ、スケジュールと指示に基

づき、分業で目的を達成していくのが野球型

PMです。所謂、伝統的なウォータフォール

型PMといえるでしょう。一方、目的だけを

共有し、基本的に判断・行動は個々に任せ、

心を合わせて協業していくのがサッカー型

PMです。そこには明確な指示系統は無く、

助け合いながら、trial and error（試行錯誤）

でゴールを狙います。所謂、アジャイル型

PMに近いと思います。

野球型、サッカー型、何れにも一長一短があ

ります。目的、規模、競合にも左右されます。

皆さん方のPMは野球型ですか、サッカー型

ですか。そして「サムライブルーPM」とは

どのような姿になるのでしょうか！？
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